
第 13 回 ( 番外編 ) 私の好きなミニベロのお話し !

とある日の国道沿いでの出来事で何やら無線の音、、会話かな ?。チャーリーからフォックス、ちょっと緊急事態
ですどうぞザザッ。フォクスからチャーリー、了解した、状況送れ、どうぞ、ザッ。釘ふんだよー、どうぞ、ザッ。フォッ

クスからチャーリー、了解、パンクかー、どうぞザザ。どうやら自転車ツーリングの二人が行っている特小での
会話のようです。ドキドキしましたね。( えっしませんでした ?)

エコとか健康思考からか、このところ自転車ブームが続いていまして、いろいろなタイプの自転車が街や郊外
や山とかで見られますね。経済性と実用性のチャンピオンはママチャリが No.1 かも知れませんが自転車は結構
奥が深い乗り物です。圧倒的多数のママチャリ以外で、ロードバイクやマウンテンバイクが正当特化系ですが、
今回はミニベロ / 小径車 / 折り畳み自転車がテーマです。この 3 つの呼称はほぼ同定義の自転車です。ロード
/ マウンテン / ミニベロとかは自転車ともバイクとも呼びますが、自分に合わせていろいろカスタマイズするこ
とが多く、無線機系の改造 / 自作の思いと相通ずるものがあります。実は自転車も 10 数年来の私の趣味の 1 つ
になっていまして、これ以上買うと置く場所がなくなるーっと自制していました。でもねー、ある日、無線系パー
ツのネットサーフィン中に何かがマウスに引っかかるのですよ、あー、ポチッとしてしまいました。このポチッ
とした奴を含めまして、最近改造したミニベロのお話です。ツのネットサーフィン中に何かがマウスに引っか
かるのですよ、あー、ポチッとしてしまいました。このポチッとした奴を含めまして、最近改造したミニベロ
のお話です。

その１　ポチッとしてしまいました、RENAULT Carbon8 号
この自転車の主な特徴は、16 インチ径タイヤ / カーボンフレーム ( 炭素繊維 TORAY T700 使用 )/ 前後油圧ディ

この自転車が販売会社から届いた状態が左のオリジナルです。このタイプのものはペダルやスタンドは付属さ
れていない事も多く、この乾燥重量はメーカー公表値で 8.9kg ですが実測でも 8.9kg でした。公表値より実測
値が重い場合もたくさんみられるのですが、公表値＝実測値というのはベリーナイスです。

スクブレーキ /9 段変速
/ 重量 8.9Kg/ 折り畳み
式、といったところが
オリジナルの状態です。
あとは低重心でちょっ
とスタイルよしですね。

こんにちは皆さん、新人編集員のアキラです。
2021 年 1 月も半ばにきましたね。お屠蘇 ( お
とそ ) もぬけて日常の生活のリズムに戻ってき
ました。でも季節柄でジンジンと寒さが押し寄
せてきますね。今回は物作り系とか改造系のお
話ですが、ちょっとアマチュア無線とは違うお
話です。でもぜひ楽しんでご覧いただければと
思いますのでよろしくお願いします。では、は
じまり、はじまりー。

大好きアマチュア無線



さて、私たち自転車ピーポーは自分たちの好みに改造を加えることが大好きで、このことはアマチュア無線の
スピリッツと原点は同じと思います。ようするに何らかの物作り / 改造が大好きということですね。そして自
転車ピーポーは自転車の重量が増えることを好まず、1g でも軽くしたいと常に思っています。でも安全面や利
便性でどうしてもいくつかのパーツを付ける必要があり、また好みのチューンアップを施したりします。今回
は十数点のパーツを付加 / 変更しましたので、その改造のお話をします。

自 転 車 に は 変 速 機 の な
いものもありますが、3
段 変 速 と か 7 段 変 速 と
か 変 速 機 の つ い た 自 転
車もポピュラーですね。
RENAULT Carbon8 号 は
オ リ ジ ナ ル 9 段 変 速 で
すが、今回はこれを改造
1. で部品交換して 11 段
変 速 に し ま し た。 後 輪

には 9 枚のギヤ ( スプロケットといいます ) が付いていましたが、これを 11 枚のギヤにするために、1.1 ～ 1.4
の部品の交換・調整を実施しました。9 速と 11 速では下記の通りの違いがあります。
9 速は、「11-12-13-15-17-19-21-23-25」という組み合わせのギヤです。
11 速は、「11-12-13-14-15-17-19-21-23-25-28」で、太字の 2 枚が追加になります。
何が違うんやーということですが、街中をあちこち出歩く程度では、ほとんど何も変わらないと思います。ツー
ル・ド・フランスという有名な自転車レースでは最長 200km/ 日とか、また山あり谷ありのアップダウンコー
スの日もあるようですが、これだとずいぶん違うと思います。しかしツール・ド・フランスでは F1 カーのよう
なロードバイクで走りますよね、何が違うのか ? 自分で改造した満足感や、より上位のパーツを使ったので信
頼性 / 耐久性 / 安心の向上が主なところですかね。うまく言えませんが 3D-2V を 5D-2V に変えたくらいかなあ。

自転車好きの人は軽量化改造が好きです。例えば 10g も軽くなるならパーツを替えようかと思うほどです。だ
から、カーボンパーツやチタンのパーツは大好きですが、これらも高いね－ ! の一言です。自分の自転車のどの
パーツが軽量化できるのかいつも新しいパーツを探していますが、今回の新車時の場合はパッパッとみれば 2.1
～ 2.4 の 4 つのパーツかなということで交換しました。ハンドルバーの交換が重量的に最も効果大で、カーボ
ンパーツへの交換なので振動吸収効果もあります。ゆえに少しですが乗り心地改善効果も出ています。自転車
のタイヤのチューブには米式 / 英式 / 仏式と 3 種類あるのはご存じですか ? 普通のママチャリは英式のものです。
米式は自動車のタイヤのほとんどがそうですね。自転車でも中国から輸入されたもので米式の場合があるよう
です。競技用系の自転車の多くは仏式で、通称 “ フレンチ ” です。フレンチは、高い空気圧に適していると言わ
れており、ロードバイクのタイヤでは 10 気圧前後まで空気を入れるほどです。この自転車も最初は米式チュー
ブがついていましたが少し軽量の仏式に履き替えました。私が普段下駄履きとして使っているママチャリ以外
は全て仏式統一です。ミニベロという自転車では専用パーツも多く、今回はこんなところで約 -250g でした。
( えっ、自分が痩せたらってですか ?)

で も 1.1 ～ 1.4 の パ ー ツ
代 だ け で マ マ チ ャ リ を
買ってもおつりが出るく
らいのコストです。金色
の 11 速用チェーンも “ ほ
んまにー ” っていうぐら
い価格は高いです。



自転車には必要な装備品
があります。条例などで
は制動装置 ( ブレーキ )
や警報器 ( ベル )・他を
装備していなければ道路
を通行してはならないと
いうこともありますが、
安全 / 快適 / 安心を確保
して自転車を走らせるよ
うにさらに工夫して改造

しました。私は方向音痴の部類の人なので、これから方位磁石のみを外してベルと共締めして使っています。

サイクルコンピュータは
時速表示や何キロ走った
とか、付いていると楽し
いパーツですね。ミニベ
ロではスタンドが付属し
て こ な い 場 合 が 多 いで
す。 買 っ た ま ま で は 取
り付かない場合もあるの
で、取り付ける場所や安
定性を考え、今回はさら

に改造 ( 長いので切って ) して取り付けました。ペダルは自転車を折り畳んで収納する場合に邪魔になったり車
体にキズを付けたりしますので、脱着できるタイプを選んでいます。輪行バッグというのは、その名の通りで
折り畳んだ自転車を収納するものですが、こうすれば自転車を手荷物として電車移動も OK になります。ただ
し混雑時 / 通勤電車とかでは遠慮します。

RENAULT Carbon8 号の今回の改造
が終了しました。この自転車はカー
ボンフレームなので曲線が美しい
シェープですよね。中華で生産で
すがフランス / ルノーのブランド
ですよ。さてどこに出かけましょ
うか。でも少し暖かくなってから
無線機をお供にね !



その 2　Panasonic　Traincle 号 - 改造車 
これは大阪の大きな会社の 1 つ、Panasonic のチタン製フレームの自転車です。実はこの自転車は買ってから
10 年以上経っています。その後ずーっと改造を続けていまして、今回さらに手を加えました。Panasonic は家
電とかだけでなく、いろんな種類のチタン製自転車を作っています ( そう、大阪愛で当時これを買いましたね
え !?)。Traincle という名前の由来は、JR と提携して鉄道コインロッカーに折り畳めば入れられるコンセプト ( ト
レイン + サイクル ) から来ているとのことです。この小ささ / 軽量ぶりに惚れ込んだ人は多いのです。

Traincle は 写 真 の
通りで、オリジナ
ルの状態では変速
機能がありません。
自転車ショップの
サポートなどで多
段変速化の改造が
さまざまな手法で
行われている息の
長 い 自 転 車 で す。
でも何せチタン製
フレームなので素材高騰化からかな ? 最新のモデルはとてつもなく高い価格になってしまった自転車です。随
分前の改造時にクランクのギヤを 60T という歯数が多く径も大きいものに変更したのが個性的です。14 イン
チのタイヤで快適な速度で走れるように取り替えました。

この自転車での多段変
速 改 造 は 最 も ポ ピ ュ
ラーですがとても難し
いのですよ。私は既に
リ ア ハ ブ と い う 後 輪
の軸になる部品をシマ
ノ の DURA-ACE/FH-
7700 と、リアディレー
ラ RD-7700 と い う 部
品に交換しています。

そのためにリム / スポークを自分で組んだという試練をずっと以前に通過しています。Traincle は特徴として
自転車を漕ぐクランクから後輪までの距離が短いので 6 ～ 7 段変速への改造が多いのですが、グレードにあう
自転車パーツも変化 / 生産中止してきており、今回 9 速化へチャレンジしました。でも低速 / 大きい方のギヤ
25T に変速するとチェーンが外れるというのが避けられません。そこでチェーンガードという、なんと言いま
すか、はずれそうになるスプロケット 25T 時に、あきませんよーおとなしくねーとチェーンを抑えてくれる部
品を取り付けました。クランクギヤが 60T なので無理しているしわ寄せがここに出ています。このチェーンガー
ド無しだと 100％チェーン外れますが、この改造で 9 段変速を楽しめるかなーというところです。



長年の愛機なの
でタイヤなどの
劣化が発生して
お り、 ど う し て
も履き替えが必
要です。14 イン
チサイズのタイ
ヤはあまり選択
肢がなく Traincle
オリジナルタイ
ヤは軽量なのと

ても良いのですが、なぜかオプション供給されていません。よって重くなることを少し我慢して、子供用自転
車のタイヤを通販で買います。でも同時に替えるチューブはパナのフレンチです。リアの反射器も劣化したの
で CATEYE 社のリアランプにしました。ブレーキレバーはシマノ製に一度交換していたのですが白っぽいタイ
プだったので、今回は同じくシマノのグレーカラーのものにチェンジ。サイクルコンピュータも中華製ですが
新調しました。

この Traincle が素晴らしいのは何といってもチタン製フレームであるということです。長年の時間経過でも光
沢を保っていますし、少し磨けばピカピカです。最大の特徴は小型 / 軽量で出先でのちょい乗り移動に便利です。
逆に 14 インチというホイールサイズは長距離の移動用途向けではありません。観光ルートでのお散歩用とかで、
いざとなれば折り畳んで持ち歩くことが出来ます。小型 / 軽量なだけに目を離すとどこかにヒョイとさらわれ
ますので、高価な道具 / ギヤはしっかりとキープしてあげることが大切ですね。

Traincle 号も今回の改造が終了しました。ちょっ
と重たくなった感じがして、体重計を使って重
量を測りましたが何と 8.5kg もありました。こ
れは Traincle ファンの人達からは笑われるくら
いのおデブの重量です。せめて 7kg 台にはなら
ないとね。超マニアは 5kg 台にしている人もい
るみたいなのに。今回のタイヤはポテトカウチ
並みに効いたかなあ？後は、、、またいつかに軽
量化が続きます ( 涙・笑 )。

Traincle 号も折り畳めます。折り畳んで輪行バッ
クにいれて JR のコインロッカーにも入れます
( 私はまだコインロッカーに入れたことはないで
すけど )。

では最後に、私のミニベロ・コレクションを紹介します。写真①と②の自転車はミニベロファンには鉄板のヤ
ツです。どんな専門自転車誌でも 100％出ています、改造も奥深く専用パーツも多いです。②は Bianchi/fretta
というモデル名で絶版のターコイズ、即ちビアンキカラーでレアな 1 台と思います。彼らは普通の自転車置き
場には置いておけない箱入り息子達で、かさが大きいのが課題です。



ミニベロ / 折り畳み自
転車は、その構造ゆえ
に少々価格がアップし
ますが、アレックスモー
ルトン博士という英国
人 が 作 っ た ミ ニ ベ ロ
は、一番高いモデルは
200 万円くらいするも
のがあります。独特の
構造で個性があり普及

帯のモデルでも 30 ～ 40 万円代でしょうか ? モデル名もアレックスモールトンです。英国の気品が味わえます
よ ( きっと )。

●あとがき

少しだけ無線ネタで FT8 などのソフトについてですが、バージョンアップが進んでいますね。JTDX は 2.2.0-
rc155 になっており、無線機の設定画面で IC-705 がサポートされています。また dmonitor も V01.64 になり、
さらに接続されているレピータの数も増えてきています。きてますねー。それぞれ機能なども充実されてグー
ですよ！

さて自転車ネタに戻りますが、ミニベロ / 小径車だけで今回とうとう 4 台になってしまいました。置く場所に
困るのと何台も同時に乗れないので新しい自転車を買うのをずーっと止めていたのですが、今回は物欲が勝っ
てしまってポチッと通販での購入をしてしまいました。無線工作はもちろん大好きですが、自転車の改造もと
ても楽しいです。ロードバイクも持っていますが、フレームやホイールやら全てパーツを買って組みました。

大阪 / 堺愛でシマノのパー
ツもこよなく愛用していま
す。 普 段 は DURA-ACE や
ULTEGURA というパーツの
オンパレードですがマウンテ
ンバイクもやっているので
XTR/XT/Deore も含めて、色
んなグレードを使い分けてい
ます。自転車愛好家の方には
お馴染みの国産優良コンポー
ネンツですね。普段使っている自転車工具もいろいろありますが左の写真は一例でプロ用ではないですが随分
使い込んでお世話になっているセットです。まあ半田ごてとかラジオペンチと似た感じで必須工具です。

暖かくなったら、リュックに IC-705 をセットしてチャーリーで移動してみます。

おや、また何やら無線の会話が、チャーリーからフォックス、パンク修理完了！サイクルベースが近くて良かっ
たです、どうぞザザッ。フォクスからチャーリー了解した、向かいの喫茶店に早よおいで、注文したコーヒーが

冷めないうちに、どうぞザッ。チャーリーからフォックス、おお寒いー了解！ザザッ。

では、また次号もお楽しみに、


